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日
銀
の
黒
田
総 

裁
に
よ
る
異
次
元

金
融
緩
和
政
策
に

よ
り
、
円
の
価
値

が
急
速
に
下
落

し
、
二
、
三
年
前

頃
は
１
ド
ル
８
０

円
前
後
で
あ
っ
た

も
の
が
、
今
は
１

ド
ル
１
２
０
円

と
、
大
幅
に
円
安

が
進
ん
だ
。 

円
安
が
進
む
と

輸
出
企
業
中
心
に
、

海
外
で
の
競
争
力
が
付
き
、業
績
が
伸

び
る
。し
か
も
低
金
利
で
世
の
中
に
お

金
が
溢
れ
て
い
る
か
ら
、企
業
は
お
金

を
借
り
て
設
備
投
資
し
や
す
く
な
り
、

景
気
は
回
復
基
調
に
な
る
。海
外
投
資

家
は
円
安
で
買
い
や
す
く
な
っ
た
日

本
株
を
買
い
あ
さ
る
の
で
株
価
は
上

昇
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
三
年
前
ま
で
平
均
株

アベノミクスによる年金の危機！ 

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                     

の
だ
。
こ
の
国
は
、
次
に
ど
ん
な
巨
大

な
不
始
末
を
し
で
か
す
の
だ
ろ
う
。
悪

循
環
を
断
つ
た
め
に
、
「
王
さ
ま
は
は

だ
か
だ
」
と
言
う
勇
気
を
持
と
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

Ａ>
 

政
治
資
金
規
正
法
に
よ
る
と
、
国
か

ら
の
補
助
金
交
付
が
決
ま
っ
た
企
業

か
ら
の
政
治
献
金
は
禁
じ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
安
倍
総
理
大
臣
を
は
じ

め
、
菅
官
房
長
官
、
麻
生
副
総
理
大
臣
、

下
村
文
科
大
臣
な
ど
、
禁
止
さ
れ
て
い

     

る
企
業
か
ら
の
献
金
問
題
が
、
今
国
会

で
続
々
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は

与
党
だ
け
で
な
く
、
民
主
党
の
岡
田
代

表
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
判
明
し
て
い
る

だ
け
で
も
与
野
党
含
め
て
12
人
の
国

会
議
員
。
受
け
取
っ
た
額
が
一
番
多
い

の
は
、
望
月
義
夫
環
境
相
の
五
三
〇
万

 

ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
記
述
を

紹
介
す
る
。
邦
訳
は
日
本
原
子
力
技
術

協
会
、( 

)
内
は
引
用
者
注
で
あ
る
。

・
原
子
力
の
専
門
家
が
、
原
子
力
安
全

の
確
保
に
対
す
る
誓
い
を
新
た
に
す

る
こ
と
な
く
、
福
島
第
一
の
サ
イ
ト
を

訪
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

・
4
号
機
で
は
勤
務
中
の
運
転
員
二 

人
が
建
物
内
へ
の
浸
水
に
よ
り
殉
職

し
た
。 

・
重
要
な
安
全
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
、
あ
る
い
は
効
果
的
な
緊
急
時
対
応

手
順
と
事
故
管
理
計
画
を
実
施
す
る

た
め
の
準
備
が
出
来
て
い
な
か
っ
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

・
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
 10 

メ
ー
ト
ル
級

の
分
析
結
果
（
津
波
高
予
測
１５
・
７

メ
ー
ト
ル
）
は
、
東
京
電
力
本
店
の
上

級
管
理
層
及
び
サ
イ
ト
の
管
理
層
と
、

 

二
〇
〇
八
年
後
半
と
二
〇
〇
九
年
前

半
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論
の

中
で
、
こ
の
大
き
さ
の
津
波
は
海
水
ポ

ン
プ
を
動
作
不
能
に
す
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
た
。 

        

・
日
本
の
電
力
会
社
が
一
九
八
〇 

年

代
以
来
用
い
て
い
る
原
子
炉
格
納
容

器
の
ベ
ン
ト
計
画
は
、
放
射
性
物
質
の

放
出
を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
ベ

ン
ト
を
遅
ら
せ
る
よ
う
考
え
ら
れ
て

い
る
（
設
計
上
、
米
国
と
異
な
る
）
。 

・
東
京
電
力
の
上
層
部
は
、
今
考
え
る

 

打
撃
は
格
段
に
大
き
い
存
在
だ
。 

し
か
も
、
彼
の
場
合
、
問
題
は
非
常

に
悪
質
だ
。
全
国
に
六
つ
あ
る
「
博
友

会
」
、
下
村
大
臣
は
「
任
意
団
体
と
説

明
す
る
が
、
明
ら
か
に
政
治
団
体
」
で

政
治
資
金
報
告
書
の
提
出
義
務
が
あ 

る
。
そ
の
提
出
も
無 

く
、
会
員
は
「
任
意 

団
体
に
年
会
費
と
し 

て
納
め
た
は
ず
の
会 

費
が
、
そ
の
会
員
の

了
解
を
得
な
い
ま
ま
に
勝
手
に
政
党

支
部
に
寄
付
と
し
て
計
上
さ
れ
、
領
収

書
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
た
。 

こ
れ
は
単
な
る
誤
り
で
も
何
で
も
な

い
明
ら
か
な
詐
欺
行
為
だ
。 

 

下
村
大
臣
は
、
追
及
し
た
民
主
党
議

員
に
対
し
「
言
葉
に
気
を
付
け
た
方
が

 

い
い
」
「
誹
謗
中
傷
だ
、
訂
正
し
ろ
」

な
ど
と
激
怒
し
た
。
ま
た
、
安
倍
政
権

を
「
カ
ネ
ま
み
れ
政
権
だ
！
」
と
の
指

摘
に
、
安
倍
首
相
は
「
言
葉
に
気
を
つ

け
ろ
!!
」
と
語
気
を
強
め
て
恫
喝
ま

が
い
の
発
言
を
し
て
、
一
時
は
国
会
内

は
怒
号
が
飛
び
交
う
状
態
に
な
っ
た
。

追
い
詰
め
ら
れ
た
下
村
大
臣
は
一
時

辞
意
を
漏
ら
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
辞

任
の
ド
ミ
ノ
倒
し
を
恐
れ
た
首
相
か

ら
強
い
慰
留
を
受
け
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。 

そ
の
後
、
下
村
大
臣
の
後
援
会
組
織

「
博
友
会
」
を
め
ぐ
る
違
法
献
金
問
題

は
、
三
月
二
四
日
、
市
民
団
体
が
刑
事

告
発
に
踏
み
切
っ
た
。 

下
村
文
科
大
臣
は
悪
あ
が
き
は
止
め

即
刻
辞
め
る
べ
き
だ
！   

<

Ｈ> 
 

三
島
で
気
に
な
る
酒
場
を
巡
る
（
取

材
費
ゼ
ロ
、
つ
ま
り
は
自
腹
で
）
旅
に

出
る
。
そ
の
第
1
回
目
は
二
月
八

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
、

四

畳
半
の
ス
ペ
ー
ス
の
立
ち
飲
み
バ
ー

「
は
つ
こ
」。 

店
主
が
厳
選
し 

た
日
本
酒
の
お 

い
し
い
ヤ
ツ
だ 

け
を
シ
ョ
ッ
ト 

売
り
し
て
い
る
。 

立
ち
飲
み
だ
か 

ら
一
人
で
ふ
ら 

り
と
一
杯
だ
け 

ひ
っ
か
け
る
、 

と
い
う
お
客
が 

多
い
と
思
い
き 

や
、
意
外
に
も
若
メ
の
カ
ッ
プ
ル
が
二

組
、
三
組
と
や
っ
て
き
て
、
オ
ヤ
ジ
系

は
少
数
。
で
、
こ
ん
な
狭
い
と
こ
ろ
に

11
人
が
立
ち
尽
く
し
て
杯
を
傾
け

る
。
こ
の
狭
さ
が
人
気
の
ツ
ボ
か
も
し

れ
な
い
。
自
称
“
菌
美
女
”（
発
酵
食 

品
が
す
き
な
女
性
の
こ
と
ら
し
い
）
と

い
う
女
将
は
つ
こ
さ
ん
が
勧
め
て
く

れ
た
、
鳥
取
の
酒
“
日
置
桜
（
ひ
お
き

ざ
く
ら
）
”
六
〇
〇
円
と
肴
に
“
み
ょ

う
が
の
ぱ
り
ぱ
り
”
三
〇
〇
円
を
チ
ョ

イ
ス
。
超
辛
口
と
い
う
の
だ
が
と
て
も

す
っ
き
り
、
し
か
も
し
っ
か
り
と
し
た

味
と
風
味
に
大
満
足
。
肴
の
食
材
は
じ

め
ウ
ー
ロ
ン
茶
、
紅
茶
な
ど
す
べ
て
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
。
オ
ー
ル
フ
リ
ー
も
あ

る
。
ト
イ
レ
も
あ
る
。 

（
Ｋ
） 

広
小
路
駅
か
ら
西
に
徒
歩
1
分

半
、
日
月
休
み 
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業
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円
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
本
人
が
「
知
ら
な
か
っ

た
」
と
シ
ラ
を
切
れ
ば
罪
は
免
れ
る
。

政
治
資
金
規
正
法
は
ザ
ル
法
だ
。 

 

国
会
で
は
三
月
に
入
り
、
辞
任
し
た

西
川
大
臣
に
続
き
、
下
村
大
臣
も
同
様

     

の
問
題
で
衆
参
の
予
算
委
員
会
で
、
民

主
党
の
後
藤
議
員
や
大
西
議
員
等
か

ら
厳
し
い
追
求
を
う
け
た
。 

と
り
わ
け
、
下
村
大
臣
は
第
一
次
安

倍
政
権
で
官
房
副
長
官
を
務
め
、
思
想

的
に
も
首
相
に
近
い
「
盟
友
」
で
あ
り
、

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
れ
ば
政
権
へ
の

ｆ 

大
金
持
ち
の
個
人
が
大

金
を
は
た
い
て
株
を
買
い

込
み
大
損
を
し
て
も
、

我
々
庶
民
に
は
何
の
関
係

も
無
い
。 

と
こ
ろ
が
、
我
々
の
年
金

資
金
を
利
用
し
て
「
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独
立
行
政

法
人
」
が
株
を
買
い
漁
っ
て

い
る
と
い
う
。
バ
ブ
ル
に
浮

か
れ
て
博
打
に
手
を
出
し

て
い
る
と
い
う
か
ら
始
末

が 

 

米
国
に
は
原
子
力
発
電
運
転
協
会

（
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
い
う
自
主
規
制
機
関

が
あ
る
。
会
員
は
原
発
を
持
つ
事
業
者

と
メ
ー
カ
ー
各
25
社
、
お
よ
び
国
外

の
25
機
関
で
、
米
ス
リ
ー
マ
イ
ル
原

発
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
原
発
の
高
度

の
安
全
性
と
信
頼
性
を
推
進
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。 

同
協
会
は
二
〇
一
一
年
三
月
の
福
島

事
故
直
後
か
ら
東
電
に
専
門
家
を
派

遣
し
て
事
故
対
応
に
協
力
し
、
翌
年

八
月
に
は
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
に
お
け
る
原
子
力
事
故
か
ら
得
た

教
訓
」
と
題
し
た
報
告
書
を
公
表
し

た
。
原
発
を
運
転
す
る
同
業
者
の
視
点

か
ら
東
電
の
対
応
な
ど
に
対
す
る
反

省
点
や
教
訓
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
事

故
の
教
訓
を
共
有
す
る
た
め
に
非
公

開
原
則
の
適
用
外
と
し
て
公
開
さ
れ

た
。
こ
の
報
告
書
か
ら
、
国
内
で
は
あ

 

米
原
子
力
産
業
界
に
よ
る
特
別
報
告 

『福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
教
訓
』 

  

東
京
電
力
の
刑
事
責
任
を
問
う
福
島
原
発
告
訴
団
の
第
２
次
告
訴
に
対
し
、
東
京
地
検
は
四
月
三
日
、
不
起
訴
決
定

で
応
え
た
。
第
二
次
告
訴
は
、
第
一
次
の
東
電
役
員
ら
に
続
き
、
規
制
行
政
保
安
院
の
担
当
者
や
電
事
連
職
員
な
ど
を

も
追
加
告
訴
し
た
も
の
だ
。
膨
大
な
被
害
者
の
存
在
は
明
ら
か
な
の
に
、
な
ぜ
事
故
を
起
こ
し
た
当
事
者
・
関
係
者
の

責
任
が
問
え
な
い
の
か
。
被
害
者
の
嘆
き
は
一
層
深
く
な
っ
た
。 

 

と
運
転
経
験
を
共
有
し
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
（
過
酷
事
故
対

策
）
の
差
異
に
つ
い
て
批
判
的
に
議
論

さ
れ
る
場
で
あ
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
も
っ
と
頻
繁
に
参
加
し
て
い
れ
ば

事
態
を
改
善
で
き
た
か
も
し
れ
な
い

と
述
べ
て
い
る
。 

・
海
外
運
転
経
験
情
報
の
レ
ビ
ュ
ー
を

実
施
す
る
際
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
傍

観
者
意
識
を
捨
て
、
「
こ
こ
で
も
起
こ

り
う
る
」
と
い
う
姿
勢
を
養
っ
て
い
る

の
か
？  

 

こ
の
報
告
書
に
関
し
て
、
同
年
九
月

二
〇
日
、
日
経
新
聞
朝
刊
が
滝
編
集
委

員
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
末
尾
に
要
約
さ
れ
た
教
訓

一
覧
（
26
項
目
）
は
、
あ
ま
り
に
も

当
た
り
前
の
こ
と
ば
か
り
だ
。
記
事
は

「
巨
大
津
波
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う

前
提
に
対
し
、
東
電
社
員
が
疑
問
を
抱

き
問
い
か
け
る
姿
勢
を
持
っ
て
い
れ

ば
事
態
は
変
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
」
と
締
め
く
く
る
。 

だ
が
、
東
電
に
限
ら
ず
日
本
の
企
業

で
は
、
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
上
司
に
な

い
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
社
員

も
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
疑
問
を
抱
き

問
い
か
け
る
姿
勢
を
持
た
な
い
の
で

は
な
い
か
。
社
内
外
を
問
わ
ず
、
市
民

と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
て
い
な
い

だ 
 

二
月
二
三
日
に
、
西
川
農
水
大
臣
が

政
治
資
金
問
題
の
責
任
を
取
り
辞
任

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
西
川
氏
が
代
表

の
自
民
党
支
部
は
二
〇
一
三
年
、
砂
糖

メ
ー
カ
ー
の
団
体
「
精
糖
工
業
会
」
か

ら
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
い

た
。
精
糖
工
業
会
は
同
じ 

年
に
農
水
省
か
ら
１
３
億 

円
の
補
助
金
交
付
を
受
け 

て
お
り
、
砂
糖
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ 

交
渉
で
、
日
本
が
関
税
撤 

廃
の
例
外
重
要
５
項
目
の
一
つ
。
西
川

氏
は
当
時
、
自
民
党
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
委
員

長
を
務
め
て
い
た
。 

こ
の
自
民
党
支
部
は
十
二
年
九
月
に

も
、
国
の
補
助
金
交
付
が
決
ま
っ
て
い

た
栃
木
県
の
木
材
加
工
会
社
か
ら
３

０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
い
た
。 

 

〈 

川
柳 

〉 

「
我
が
軍
」
と
！
戦
争
ご
っ
こ
に
熱
が
出
て 

戦
争
へ
「
八
紘
一
宇
」
で
突
き
進
む 

「
博
友
会
」
バ
レ
て
も
居
座
る
恥
知
ら
ず 

「
ザ
ル
法
」
は
知
ら
な
か
っ
た
で
済
ま
さ
れ
る 

年
金
が
「
博
打
資
金
」
に
投
げ
出
さ
れ 

高
齢
者
「
介
護
保
険
」
を
か
す
め
ら
れ 

米
び
つ
が
底
を
つ
い
て
も
「
む
し
り
取
る
」 

古
賀
さ
ん
が
全
く
ず
ば
り
と
言
い
当
て
た 

晋
三
は
背
中
に
ド
ク
ロ
背
負
っ
て
る 

  
 
 
 
 

― 
I am not Abe 

― 

 

みしま酒場探訪記 ① 

日本酒バー「はつこ」 
広小路駅から西に徒歩1分半 

価
は
１
万
円
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
今

は
２
万
円
に
迫
る
勢
い
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
株
価
が
意
図
的
に
吊
り
上
げ

ら
れ
、
金
持
ち
は
浮
か
れ
て
い
る
が
そ

こ
に
は
大
き
な
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い

る
。 市

場
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
と
、
一
夜

に
し
て
株
価
が
大
暴
落
す
る
。
専
門
家

の
見
方
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
が
破
綻
し
て
株
価
の
大
暴
落
が
起 

き
そ
う
だ
と
の
噂
が
広
が
っ
て
い
る
。

が
悪
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
煽
る
政
府

筋
も
そ
う
し
た
動
き
に
一
役
買
っ
て

い
る
。 

“
儲
け
た
も
う
け
た
”
と
浮
か
れ
て

い
る
と
、
あ
る
日
突
然
株
価
の
大
暴

落
。
そ
う
な
れ
ば
当
て
に
し
て
い
た

我
々
の
年
金
は
消
え
て
し
ま
い
、
老
後

の
つ
ま
し
い
生
活
も
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
う
。
我
々
の
大
事
な
年
金
を
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
の
遊
び
道
具
に
す
る
の
は
許

せ
な
い
。        

〈
Ｈ
〉

 

政
治
資
金
規
正
法
は
ザ
ル
法
だ 

金
に
汚
れ
た
政
治
家
達 

 
 
 
 
 
 
 
 

下
村
文
科
大
臣
は
辞
め
る
べ
き
だ
！ 

 パソコン教室生徒募集 
会場：三島市中央町 3-32 小出ビル 3F 
・パソコンは各自持ち込み（1 回 5 人まで） 
・費用は 1 人 1 時間 30 分で 1000 円 
内容：ワード、エクセル、パワーポイント 

画像処理、各種ソフトの使い方、 
パソコンの分解修理 

連絡先：090-5009-3640（堀） 

 小学生の英語生徒募集 
やさしい英語で 
たのしくうれしい時間を！ 
開講日５月９日（土） 
１０：３０～１２：００ 
（以降相談） 
会場：三島市中央町小出ビル 
会費：１５００円 
連絡先：090-5112-5240（山室） 
＊当日プリント用意 
 

 

労働相談（090-4216-8417） 
E-Mail：peace2h@hb.tp1.jp 
ひとりでも入れる地域の労働組合、 
三島ふれあいユニオン 
労使トラブルをあなたと一緒に解決します 
三島ふれあいユニオンは、静岡県内 6 つの地域ユ
ニオンで構成する 
ユニオンネットワークの一員で、おもに県東部エリ
アで活動しています。 
解雇・雇い止め、賃金・残業未払い、有給休暇、パ
ワハラ・セクハラ等 
のトラブルを解決しています。 

職場のトラブル一人で悩まないで！ 

事故後の福島第１原発４号機 

 ４月 例会のお知らせ  

三島児童文学を語る会 

日時：４月２５日（土）１３時３０分～１６時３０分
場所：三島市市民活動センター（通称本町タワー） 

４階 第３会議室 
テキスト「ペンネンネンネンネン・ネネムの伝記」
宮沢賢治作（新潮文庫「ポラーノ広場」所蔵 129ｐ 
テキストはお手元にあるものをお持ちください。  
事務局でもプリントを用意いたします…。 

講師：小嶋利信    
事務局：猪浦久美子 佐藤磨智子 間宮緑 山口当子  
連絡先：三島市中央町８－８ 山口 971-3348 

 

便利屋お助け母さん 

あなたの目、耳、口、手、足となりお助けします。 
料理・洗濯・買い物・掃除など 
仕事内容・価格・詳細はご相談下さい 
近日中に詳しいチラシを作成します。 
090-4261-3790（仮） 
お助け母さん代表 梶原公子 

三島市中央町3-32小出ビル3F 市民ひろば内 

近日オープン 


